
 

**************************************************************************** 

★☆★☆★ メルマガ 素形材（第３９２号）★☆★☆★【発行日：2023 年 2月 24 日】 

**************************************************************************** 

             ◆◇ 本号の目次 ◇◆ 

 

Ａ．素形材センター事業トピックス【☆●●●】 

Ａ-1．オンライン素形材経営セミナー 

    「素形材分野のデジタル技術活用による企業変革と価値創出 

     その課題と処方箋 ②データ連携」 

Ａ-2．オンライン新素形材産業動向研究会のご案内            New★ 

   現地に聞く「ドイツにおける自動車の電動化を巡る動き（自動車メーカ・ 

   サプライヤ動向,労働者再教育を含む）、並びにカテナＸを含めた自動車産 

   業のデジタル化」 

 

Ｂ．素形材センター出版物情報【●☆●●】 

Ｂ-1．月刊誌「素形材」令和 5年 2月号（Vol.64,No.2） 

 

Ｃ．素形材業界関連－募集・トピックス－【●●☆●】 

Ｃ-1．中小企業地域集積の DX化シンポジウム 【締切延長しました！】  New★ 

   『燕市金属加工企業のデジタル化への取り組みと DX化のあるべき姿』 

                    【一般財団法人機械システム振興協会】 

Ｃ-2．｢鋳鋼品の製造に関する技術講演並びに研究発表会｣ 3 月 10 日開催 

                【一般財団法人日本鋳鍛鋼会 鋳鋼技術委員会】 

Ｃ-3．｢鍛鋼品の製造に関する技術講演並びに研究発表会｣ 3 月 17 日開催 

                【一般財団法人日本鋳鍛鋼会 鍛鋼技術委員会】 

Ｃ-4．第 14 回日本複合材料会議（JCCM-14）のご案内 

                      【一般社団法人日本複合材料学会】 

Ｃ-5．第 111 回金属プレス加工技術研究会 

   「プレス加工のデジタル・トランスフォーメーション（DX）をめざして」 

   ～スモールスタートでデジタル化を、変革に向けた事例から学ぼう！～ 

                   【一般社団法人日本金属プレス工業協会】 

Ｃ-6．第 429 回講習会 

   「熟練者の技能伝承のデジタル化 ～最先端技術から応用事例まで～」 

                         【公益社団法人精密工学会】 

Ｃ-7．第 428 回講習会 

   「開かれた扉（ミライ）～JIMTOF2022 に見る最新工作機械技術～」 

                         【公益社団法人精密工学会】 

Ｃ-8．2022 年度 第 4回熱処理技術セミナーご案内 

                     【一般社団法人日本熱処理技術協会】 

 

Ｄ．素形材産業政策関連－トピックス・募集等－【●●●☆】 

Ｄ-1．統計                          【経産省】New★ 

Ｄ-2.「ＧＸ実現に向けた基本方針」が閣議決定されました    【経産省】New★ 

Ｄ-3.「脱炭素成長型経済構造への円滑な移行の促進に関する法律案」が 

   閣議決定されました                   【経産省】New★ 

Ｄ-4.ＧＸリーグシンポジウム２０２３が開催されました     【経産省】New★ 

Ｄ-5.「三陸・常磐ウィークス」を実施します          【経産省】New★ 



 

Ｄ-6. 令和 5年度予算「成長型中小企業等研究開発支援事業」の公募を開始します 

                               【中企庁】New★ 

Ｄ-7. 令和 5年度予算「成長型中小企業等研究開発支援事業(Go-Tech 事業) 

   (旧サポイン事業、旧サビサポ事業)」の公募について  【中部経産局】New★ 

 

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 

Ａ．素形材センター事業トピックス【☆●●●】 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

Ａ-1．オンライン素形材経営セミナー 

    「素形材分野のデジタル技術活用による企業変革と価値創出 

     その課題と処方箋 ②データ連携」 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 不確実性が高まる時代、ものづくり企業も、デジタル技術活用による企業変革、次 

世代ものづくりへの適応、新たな価値創出等が求められています。これには、経営者 

も産業界も、素形材分野を取り巻く環境変化への先見性、予見性が、益々重要となっ 

ています。 

 近年ドイツでは、自動車関連業界全体でデータ交換の標準化を目指すアライアンス 

「カテナ-X」の構築など、構造変換やカーボンニュートラルへの取り組みが始まって 

います。 

 そこで今回は、「データ連携」をテーマに、日本で先駆的に取り組みを行う２機関と、 

データ活用先進国ドイツで「インダストリアル 4.0」を提唱し推進してきた企業から、 

その目指す姿や現状と課題等をお聞きし、素形材の需要側、海外の最新動向を知ると 

ともに、データ活用の変遷や「現在地」などへの理解を深め、日本の製造業が目指す 

べき方向性、各々の課題解決への手がかりを掴む一契機とし、次の一歩に繋げていき 

たいと思います。皆様是非ご参加下さい！ 

 

◆日  程：令和 5年 3月 7日 13:00～15:45 

◆開催形式：オンライン（Webex） 

◆プログラム： 

 講演Ⅰ 「日本の製造業における‘データ活用’‘データ連携’の現状と課題 

      つながるものづくり に向けた IＶＩの取組み」 

      IVI （インダストリアル・バリューチェーン・イニシアティブ） 

                          理事長  西岡靖之 氏 

 講演Ⅱ 「サプライチェーンにおける温室効果ガス（GHG）排出量データの 

      見える化への取り組み」 

      Green×Digital コンソーシアム 見える化 WG主査  稲垣孝一 氏 

 講演Ⅲ 「インダストリー4.0 の現在地とこれから ～デジタル戦略を加速する 

      欧州データベース構想とその狙い」 

      シーメンス株式会社  シーメンス DIソフトウエア 技術営業本部 

      ビジネスコンサルティング部オートモーティブインダストリー部長 

                               日原進介 氏 

 QA、意見交換（全体）等 

 

【お申込み・問合せ先】 

 一般財団法人素形材センター  企画部  (担当：中野、佐藤) 

 Tel: 03-3434-3907     e-mail: kikaku@sokeizai.or.jp 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

Ａ-2．オンライン新素形材産業動向研究会のご案内            New★ 

   現地に聞く「ドイツにおける自動車の電動化を巡る動き（自動車メーカ・ 

mailto:kikaku@sokeizai.or.jp


 

   サプライヤ動向,労働者再教育を含む）、並びにカテナＸを含めた自動車産 

   業のデジタル化」 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 当センターでは、賛助会員の皆様に、情報提供と意見交換の場として「新素形材産 

業動向研究会」を立ち上げております。今年度第 6回研究会を下記の通り開催します。 

今回はドイツ（ミュンヘン）現地とつないで、JETRO 現地事務所長にお話を伺います。 

皆様のご参加をお待ちしています。 

 

◆日 時：令和 5年 3月 28 日(火) 16:00～17:30 

◆テーマ：現地に聞く 

     「ドイツにおける自動車の電動化を巡る動き(自動車メーカ・サプライヤ 

      動向、労働者再教育を含む）、並びにカテナＸを含めた自動車産業のデ 

      ジタル化」 

◆講 師：日本貿易振興機構(JETRO) ミュンヘン事務所 所長 高塚 一 氏 

 

【問合せ・申込み先】 

 一般財団法人素形材センター  企画部 

 e-mail: kikaku@sokeizai.or.jp 

 

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 

Ｂ．素形材センター出版物情報【●☆●●】 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

Ｂ-1．月刊誌「素形材」令和 5年 2月号（Vol.64,No.2） 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

【主な掲載内容】 

◆特集 アルミニウム合金板のプレス加工技術の最前線 

 ◇高精度材料モデリングによるアルミニウム合金板の成形シミュレーションの 

  高精度化 

 ◇飲料用アルミニウム缶胴材の材料技術 

 ◇アルミニウム合金板の成形加工特性 

 ◇アルミニウム合金板のプレス成形シミュレーション 

 ◇高強度アルミニウム合金板のピーン成形 

 ◇アルミ合金板のホットスタンプ技術と CO2排出削減 

◆政策 TREND 

 インボイス制度について 

◆特別講義 

 冷間鍛造における金型の長寿命化(その 1) 

 －製品表面損傷と金型損傷の発生とその対策－ 

 

他、文献速報、素形材工業生産実績、年間目次などを掲載 

 

■バックナンバーも含め、下記よりお申込みいただけます。 

https://www.sokeizai.or.jp/pages/30/ 

 

【申込み・問合せ先】 

一般財団法人 素形材センター 業務部 

e-mail:gyoumu@sokeizai.or.jp 

mailto:kikaku@sokeizai.or.jp
https://www.sokeizai.or.jp/pages/30/


 

 

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 

Ｃ．素形材業界関連－募集・トピックス－【●●☆●】 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

Ｃ-1．中小企業地域集積の DX化シンポジウム【締切延長しました！】   New★ 

   『燕市金属加工企業のデジタル化への取り組みと DX化のあるべき姿』 

                    【一般財団法人機械システム振興協会】 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 (一財)機械システム振興協会では、2022 年 6 月に「中小企業地域集積の DX 化構想 

フォーラム」を立ち上げ、新潟県燕市の金属加工企業の集積を事例として、地域の中 

小企業の集積において、IoT、AI 等のデジタル技術を活用することにより、個別の企 

業の枠を超えた集積として競争力を高める方策を議論し、このたび報告書としてとり 

まとめました。 

 本シンポジウムでは、上記フォーラムのとりまとめの要点を共有するとともに、新 

潟県燕市の金属加工企業の集積をモデルケースとして、中小企業のデジタル化方策に 

ついて議論します。特別講演とパネルディスカッションでは、ものづくりの現場にお 

ける課題解決とビジネスモデル変革の方向性、そのための人材育成のあり方にフォー 

カスした講演、議論を行います。 

 

◆開催日時：2023 年 3 月 3 日（金） 13：30～16：30（開場 13:00～） 

◆開催場所：燕三条地場産業振興センター リサーチコア７階 マルチメディアホール 

      ※オンライン参加も可能です。 

◆参 加 費：無料（但し、後日アンケートのお願いがございます） 

◆申込締切：2023 年 2 月 28 日（火） [締切延長しました。] 

◆募集人員：会場 100 名、オンライン 300 名 

◆講演内容・詳細等：下記 URL をご覧ください。 

 https://www.mssf.or.jp/event20230303.html 

◆お申し込み方法：下記 URL よりお申し込みください。 

 

https://forms.office.com/pages/responsepage.aspx?id=V4sF1pA_UUWFP4owqq8s

pmFUpqScyOVGmffTV6-E38JUNzU3UVdVSU5CTFRPVkVXRUJPT0JERE1QTC4u 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

Ｃ-2．｢鋳鋼品の製造に関する技術講演並びに研究発表会｣ 3 月 10 日開催 

                【一般財団法人日本鋳鍛鋼会 鋳鋼技術委員会】 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 当会では、鋳鋼品製造に関する各種調査研究の成果を基に、業界技術のレベルアッ 

プに資することを目的に毎年 3月に技術講演会を実施しております。本年度につきま 

しては、昨年同様の会場開催＋オンライン配信併用で開催いたします。現予定では、 

会場開催については感染防止を徹底し、講演者含めて参加者 30名にて限定、更に 2月 

下旬での状況を見極め、感染状況が極めて悪化の場合は完全オンラインへの移行によ 

る開催となります。 

 今回の特別講演は室蘭工業大学 教授（日本鋳造工学会 会長） 清水一道様にカー 

ボンニュートラルに向けて鋳鋼業界として抱えている課題と今後進めなければならな 

い取り組み等についてご講演いただく予定でおります。是非、ご聴講いただき今後の 

参考となればと考えております。是非ご参加くださいますようご案内申し上げます。 

※鋳鋼品製造業に興味を持っていただきたいとの趣旨により学生および教員の方は無 

 料でご聴講いただけます。お気軽にお申込下さい 

https://www.mssf.or.jp/event20230303.html
https://forms.office.com/pages/responsepage.aspx?id=V4sF1pA_UUWFP4owqq8spmFUpqScyOVGmffTV6-E38JUNzU3UVdVSU5CTFRPVkVXRUJPT0JERE1QTC4u
https://forms.office.com/pages/responsepage.aspx?id=V4sF1pA_UUWFP4owqq8spmFUpqScyOVGmffTV6-E38JUNzU3UVdVSU5CTFRPVkVXRUJPT0JERE1QTC4u


 

 

◆日 時：2023 年 3月 10 日(金) 13:30～17:10 

◆会 場：会場参加 エッサム神田ホール 1号館 401 大会議室 

     オンライン参加 Zoom を使用 

◆定 員：60 名（会場参加者 30 名含む） 

◆参加費：会員 8,000 円  一般（非会員） 15,000 円 

     ※学生および教員：無料（事前の申込が必要です） 

◆申込締切：2023 年 2 月 28 日(火)  

◆申込方法・詳細：下記 URL をご覧下さい。 

 http://jscfa.or.jp/cms/wp-

content/uploads/2023/02/d26170820d5eedb5400c93aec75b62ac.pdf 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

Ｃ-3．｢鍛鋼品の製造に関する技術講演並びに研究発表会｣ 3 月 17 日開催 

                【一般財団法人日本鋳鍛鋼会 鍛鋼技術委員会】 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 当会では、鍛鋼品製造に関する各種調査研究の成果を基に、業界技術のレベルアッ 

プに資することを目的に毎年 3月に技術講演会を実施しております。本年度につきま 

しては、昨年同様の会場開催＋オンライン配信併用で開催いたします。現予定では、 

会場開催については感染防止を徹底し、講演者含めて参加者 30名にて限定、更に 3月 

上旬での状況を見極め、感染状況が極めて悪化の場合は完全オンラインへの移行によ 

る開催となります。 

 今回の特別講演は(一財)電力中央研究所 上席研究員 大髙 円様に「バイオマス燃 

料」についての現状、問題点、更には今後の発電における位置づけ等についてのご講 

演をいただける予定です。当会は「電力多消費型」企業群で構成されております。今 

後カーボンニュートラルに向けての脱炭素化の活動を推進していく上で、使用電力（あ 

るいは電源）の脱炭素化という大きな流れについても把握することが必要であり、そ 

の柱の一つであるクリーン燃料、今回はその中で「バイオマス燃料」についてのご講 

演となります。是非ご参加くださいますようご案内申し上げます。 

※鍛鋼品製造業に興味を持っていただきたいとの趣旨により学生および教員の方は無 

 料でご聴講いただけます。お気軽にお申込下さい 

 

◆日 時：2023 年 3月 17 日(金) 13:30～17:20 

◆会 場：会場参加 エッサム神田ホール 1号館 401 大会議室 

オンライン参加 Zoom を使用 

◆定 員：60 名（会場参加者 30 名含む） 

◆参加費：会員 8,000 円  一般（非会員） 15,000 円 

     ※学生および教員：無料（事前の申込が必要です） 

◆申込締切：2023 年 3 月 7 日(火)  

◆申込方法・詳細：下記 URL をご覧下さい。 

 http://jscfa.or.jp/cms/wp-

content/uploads/2023/02/0061b0f5097f8ac1702aa7492b3c13ce.pdf 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

Ｃ-4．第 14 回日本複合材料会議（JCCM-14）のご案内 

                      【一般社団法人日本複合材料学会】 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 日本複合材料会議(JCCM)は『日本を代表する複合材料に関する会議』の設立を目的 

に、日本複合材料学会と日本材料学会の共同主催で平成 22年 3月に京都で設立開催 

http://jscfa.or.jp/cms/wp-content/uploads/2023/02/d26170820d5eedb5400c93aec75b62ac.pdf
http://jscfa.or.jp/cms/wp-content/uploads/2023/02/d26170820d5eedb5400c93aec75b62ac.pdf
http://jscfa.or.jp/cms/wp-content/uploads/2023/02/0061b0f5097f8ac1702aa7492b3c13ce.pdf
http://jscfa.or.jp/cms/wp-content/uploads/2023/02/0061b0f5097f8ac1702aa7492b3c13ce.pdf


 

されたのを第 1回とし、今回は第 14 回目にあたります。幅広い分野の研究者間の交流 

と、新たな分野開拓を目指して開催します。今回は JCCM10 以来、4年ぶりに対面での 

開催を予定しております。コロナ禍での社会状況においてもより一層の内容の充実を 

図り、さらに産学官の枠を超えた交流促進の機会を提供いたします。材料や構造の機 

能化、知能化、複合化などに関する幅広いテーマについて、最新情報の交換、研究者 

間の交流、新分野の開拓を目的として、ご参加をお待ちしております。 

 

◆開催日時：2023 年 3 月 14 日(火)～16 日(木) 

◆開催場所：早稲田大学 西早稲田キャンパス 63 号館(1 階-2 階) 

◆詳細等：下記 URL をご覧ください。 

 http://www.jscm.gr.jp/conference/jccm-14/index.html 

◆お申込方法：下記 URL よりお申し込みください。 

 https://asas-

sys.jp/seminar/register/53711c1b92a11b0b6fdea8734100b38c74aa8bff 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

Ｃ-5．第 111 回金属プレス加工技術研究会 

   「プレス加工のデジタル・トランスフォーメーション（DX）をめざして」 

   ～スモールスタートでデジタル化を、変革に向けた事例から学ぼう！～ 

                   【一般社団法人日本金属プレス工業協会】 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 プレス加工メーカーにおける DX（デジタル・トランスフォーメーション）は、いま 

や中小企業の喫緊の課題となろうとしている。人材不足が深刻化する今日、急激な社 

会や市場変化にも迅速対応できるプレス加工企業の現場力・経営力が求められている。 

その DX の取組方法として、身の丈に合った「デジタル化からスモールスタート!」が 

推奨されている。金属プレス加工の各社でも実態にあった DX の推進を図り、生産管 

理、設備の稼働状況確認、迅速なトラブル対応等で仕事の効率・質の大幅増、人材育 

成にもつながり高付加価値企業へと「成長」をめざして、意欲的に取り組んでいる企 

業がある。 

 本セミナーでは、DX 化に挑戦する元気で意欲的なプレス加工関連企業から、実際の 

取組みや課題(苦労話)、メリット(波及効果)と今後について学び、プレス加工 DX 化の 

推進を図る一助とするために開催します。皆様からのお申し込みをお待ちしておりま 

す。 

 

◆日 時：2023 年 3月 16 日(木) 13:00－17:00 

◆場 所：オンラインセミナー（zoom） 

◆定 員：50 名 

◆参加費：会員、および協賛団体会員 5,000 円 ／ 一般 10,000 円 

◆詳細等：下記 URL をご覧ください。 

 http://www.nikkin.or.jp/news/202302_111-dx.html 

◆お申込方法：下記 URL よりお申し込みください。 

 https://bit.ly/nikkin111 
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Ｃ-6．第 429 回講習会 

   「熟練者の技能伝承のデジタル化 ～最先端技術から応用事例まで～」 

                         【公益社団法人精密工学会】 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

デジタル化に伴う自動化や効率化の技術は近年目覚ましい発展を成し遂げています。 

http://www.jscm.gr.jp/conference/jccm-14/index.html
https://asas-sys.jp/seminar/register/53711c1b92a11b0b6fdea8734100b38c74aa8bff
https://asas-sys.jp/seminar/register/53711c1b92a11b0b6fdea8734100b38c74aa8bff
http://www.nikkin.or.jp/news/202302_111-dx.html
https://bit.ly/nikkin111


 

一方、これまで属人的に蓄積されてきた熟練技能者の経験やノウハウは日本のモノづ 

くりにおける強みでしたが、人口減少の現代において、技能やノウハウの伝承は、生 

産性や品質の向上、人材育成の短期間化における喫緊の課題となっています。本講習 

会では、アイトラッキングやデジタル・トリプレットに代表される最先端のデジタル 

技術を活用した技能伝承に着目し、技能の形式知化や技能習得支援、人材育成等にお 

けるデジタル化やデジタルツールの利活用について最先端研究から応用事例、ものづ 

くり現場での実例についてご紹介頂きます。技能伝承の課題解決やものづくりにおけ 

る最先端のデジタル化実例として、有益な情報になりましたら幸いです。皆様のお申 

し込みをお待ちしております。 

 

◆日 時：2023 年 5月 16 日(火)～6月 2日(金) 

◆会 場：Box というクラウドサービスを用いてオンライン開催いたします。  

◆定 員：制限なし  

◆参加費：会員（賛助会員および協賛団体会員を含む）22,000 円 

     学生会員 2,000 円，非会員 36,000 円，学生非会員 7,000 円  

◆申込締切：2023 年 5 月 30 日(火)  

◆申込方法・詳細：下記 URL をご覧下さい。 

 https://www.jspe.or.jp/wp/wp-content/uploads/course/429.pdf 
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Ｃ-7．第 428 回講習会 

   「開かれた扉（ミライ）～JIMTOF2022 に見る最新工作機械技術～」 

                         【公益社団法人精密工学会】 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

「第 31 回日本国際工作機械見本市」(JIMTOF202)が 11 月 8日～13 日に東京ビッグサ 

イトで開催されました。4年ぶりのリアル開催であり、4年分の技術的蓄積が一堂に披 

露されました。本講習会では、工作機械業界を代表する研究者や企業の方々を講師と 

して招き、JIMTOF2022 で披露された工作機械技術の最新動向を解説いただきます。モ 

ノのインターネット（IoT）や人工知能（AI）、デジタルトランスフォーメーション（DX） 

などの「デジタル技術」、労働力不足の解消や生産効率化のために高度化する「自動化」 

などのキーワードに加え、今回初めて設置されたアディティブマニュファクチャリン 

グ（付加製造,AM）ゾーンなどでも注目の「AM 技術」など、最新技術を読み解いてい 

きます。本講習会は工作機械技術の最先端についての知見を高めていただける情報が 

満載です。多くの方のご参加をお待ちしております。 

 

◆日 時：2023 年 3月 20 日(月)～4月 10 日(月) 

◆会 場：Box というクラウドサービスを用いてオンライン開催いたします。  

◆定 員：制限なし  

◆参加費：会員（賛助会員および協賛団体会員を含む）22,000 円 

     学生会員 2,000 円，非会員 36,000 円，学生非会員 7,000 円  

◆申込締切：2023 年 4 月 3 日(月)  

◆申込方法・詳細：下記 URL をご覧下さい。 

 https://www.jspe.or.jp/wp/wp-content/uploads/course/428.pdf 
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Ｃ-8．2022 年度 第 4回熱処理技術セミナーご案内 

                     【一般社団法人日本熱処理技術協会】 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 第 4 回熱処理応用講座では、金属組織の多様な性質とその制御技術を主題として取 

https://www.jspe.or.jp/wp/wp-content/uploads/course/429.pdf
https://www.jspe.or.jp/wp/wp-content/uploads/course/428.pdf


 

り上げました。金属材料は多彩な組織とそれらの優れた特性により、これまで我々社 

会に多大な利益をもたらしてきました。近年では省資源、低環境負荷、希少元素代替 

技術が重要な研究開発課題として注目されるようになりました。本セミナーでは鉄鋼 

材料を中心として金属材料の組織が熱処理によってどのように創生され、それがどの 

ように活かされてきたのか、また様々な応用分野での最新の活用技術について学ぶこ 

とができます。ご講演頂く各講師にはそれぞれの分野にて著名な先生方をお招きいた 

しました。また、本セミナーは基礎から応用まで本主題に沿ったプログラム構成にな 

っており企業における人材育成にも役立てて頂けます。貴社の社員教育にご活用いた 

だければ幸甚に存じます。多数の参加を期待しております。 

 

◆日 時：2023 年 3月 22 日(水），23 日(木) 

◆会 場：オンライン参加（Zoom Webinar）80 名 

     対面参加 製粉会館 5F第 2・3 会議室 先着 20 名 

◆参加費：正会員 36,000 円(税込) 維持会員 36,000 円(税込) 

     非会員 56,000 円(税込) 

◆申込締切：2023 年 3 月 9 日(木) 

◆申込方法・詳細：下記 URL をご覧下さい。 

詳細：https://jsht.or.jp/wp-content/uploads/2022/12/2022_4seminar_a.pdf 

申込方法：

https://forms.office.com/pages/responsepage.aspx?id=YBahmYqg4EqU2KCKdfg_PrlO

Yv1ucMpPg51chIoTnbVUOU9FOE1FQVRZWVBFOUNSQkFXSjQ2SkM4Qy4u 

 

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 

Ｄ．素形材産業政策関連－トピックス・募集等－【●●●☆】 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

Ｄ-1．統計                          【経産省】New★ 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

〇月例経済報告（令和５年２月） 

https://www5.cao.go.jp/keizai3/getsurei/2023/0221getsurei/main.pdf  

〇経済産業省生産動態統計時系列表（６１ヶ月） 

https://www.meti.go.jp/statistics/tyo/seidou/result/ichiran/08_seidou.html#m

enu2  

〇製造工業生産能力・稼働率指数（１２月分） 

https://www.meti.go.jp/statistics/tyo/iip/result-1.html  

〇経済産業省生産動態統計確報（１２月分） 

https://www.meti.go.jp/statistics/tyo/seidou/result/ichiran/08_seidou.html  

〇鉄鋼需給動態統計調査（１２月分） 

https://www.meti.go.jp/statistics/sei/tekkouzyu/index.html  

〇鉄鋼生産内訳月報（１２月分） 

https://www.meti.go.jp/statistics/sei/tekkousei/index.html  

〇石油統計月報（１２月分） 

https://www.meti.go.jp/statistics/tyo/sekiyuka/index.html  
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Ｄ-2.「ＧＸ実現に向けた基本方針」が閣議決定されました    【経産省】New★ 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 昨年 2月のロシアによるウクライナ侵略以降、エネルギー安定供給の確保が世界的 

https://jsht.or.jp/wp-content/uploads/2022/12/2022_4seminar_a.pdf
https://forms.office.com/pages/responsepage.aspx?id=YBahmYqg4EqU2KCKdfg_PrlOYv1ucMpPg51chIoTnbVUOU9FOE1FQVRZWVBFOUNSQkFXSjQ2SkM4Qy4u
https://forms.office.com/pages/responsepage.aspx?id=YBahmYqg4EqU2KCKdfg_PrlOYv1ucMpPg51chIoTnbVUOU9FOE1FQVRZWVBFOUNSQkFXSjQ2SkM4Qy4u
https://www5.cao.go.jp/keizai3/getsurei/2023/0221getsurei/main.pdf
https://www.meti.go.jp/statistics/tyo/seidou/result/ichiran/08_seidou.html#menu2
https://www.meti.go.jp/statistics/tyo/seidou/result/ichiran/08_seidou.html#menu2
https://www.meti.go.jp/statistics/tyo/iip/result-1.html
https://www.meti.go.jp/statistics/tyo/seidou/result/ichiran/08_seidou.html
https://www.meti.go.jp/statistics/sei/tekkouzyu/index.html
https://www.meti.go.jp/statistics/sei/tekkousei/index.html
https://www.meti.go.jp/statistics/tyo/sekiyuka/index.html


 

に大きな課題となる中、GX（グリーントランスフォーメーション)を通じて脱炭素、エ 

ネルギー安定供給、経済成長の 3つを同時に実現するべく、GX 実行会議や各省におけ 

る審議会等での議論を踏まえ、昨年末に「GX 実現に向けた基本方針」を取りまとめま 

した。 

同基本方針について、パブリックコメント等を経て、本日閣議決定を行いました。 

 

■詳細は以下をご覧ください 

https://www.meti.go.jp/press/2022/02/20230210002/20230210002.html  
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Ｄ-3.「脱炭素成長型経済構造への円滑な移行の促進に関する法律案」が 

   閣議決定されました                   【経産省】New★ 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 本日、西村 GX実行推進担当大臣の下で関係省庁と連携して検討を進めてきた「脱炭 

素成長型経済構造への円滑な移行の推進に関する法律案」が閣議決定され、現在開会 

中である第 211 回通常国会に提出されました。 

 

■詳細は以下をご覧ください 

https://www.meti.go.jp/press/2022/02/20230210004/20230210004.html  
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Ｄ-4.ＧＸリーグシンポジウム２０２３が開催されました     【経産省】New★ 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 2 月 14 日(火曜日)、経済産業省は、2023 年度からの GX リーグの活動開始に向け、 

GX リーグシンポジウム 2023 を開催し、西村経済産業大臣が出席しました。 

 

■詳細は以下をご覧ください 

https://www.meti.go.jp/press/2022/02/20230214007/20230214007.html  
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Ｄ-5.「三陸・常磐ウィークス」を実施します          【経産省】New★ 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 経済産業省は、昨年 12月 20 日に立ち上げた「魅力発見！三陸・常磐ものネットワ 

ーク」の取組として、「三陸・常磐もの」の消費拡大期間である「三陸・常磐ウィーク 

ス」を 2月 23日から 3月 24 日にかけて実施します。 

 

■詳細は以下をご覧ください 

https://www.meti.go.jp/press/2022/02/20230221001/20230221001.html  
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Ｄ-6. 令和 5年度予算「成長型中小企業等研究開発支援事業」の公募を開始します 

                               【中企庁】New★ 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 本事業は、「中小企業の特定ものづくり基盤技術及びサービスの高度化等に関する 

指針」（以下、「高度化指針」という。）に基づき、特定ものづくり基盤技術（情報処理、 

精密加工、立体造形等の 12 技術分野（48 ページ参照））及び IoT、AI 等の先端技術 

を活用した高度なサービスに関する研究開発や試作品開発等の取組を支援し、中小企 

業のものづくり基盤技術及びサービスの高度化を通じて、イノベーションによる我が 

https://www.meti.go.jp/press/2022/02/20230210002/20230210002.html
https://www.meti.go.jp/press/2022/02/20230210004/20230210004.html
https://www.meti.go.jp/press/2022/02/20230214007/20230214007.html
https://www.meti.go.jp/press/2022/02/20230221001/20230221001.html


 

国製造業及びサービス業の国際競争力の強化を図ることを目的としています。  

 

◆公募期間：令和 5年 2月 22 日(水)～4月 20 日(木) 17:00 まで 

 

■詳細は以下をご覧ください 

 https://www.chusho.meti.go.jp/keiei/sapoin/2023/230222kobo.html 
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Ｄ-7. 令和 5年度予算「成長型中小企業等研究開発支援事業(Go-Tech 事業) 

   (旧サポイン事業、旧サビサポ事業)」の公募について  【中部経産局】New★ 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 この事業は、ものづくり基盤技術及びサービスの高度化を目的として、中小企業者 

等が大学・公設試等と連携して行う、研究開発及びその事業化に向けた取組を最大 3 

年間支援するものです。 

 

◆公募期間：令和 5年 2月 22 日(水)～4月 20 日(木) 17:00 まで 

 

■詳細は以下をご覧ください 

 

https://www.chubu.meti.go.jp/b31technology/sapoin/2023fy/koubokaishi_r5fy.ht

ml 

 https://www.chusho.meti.go.jp/keiei/sapoin/2023/230222kobo.html 

 

**************************************************************************** 

■「メルマガ素形材」は、基本、毎月２回程度で発行致します。 

  次回をお楽しみに！  

■「素形材業界関連―募集・トピックス等」に掲載ご希望の方は、 

 「１.件名 ２.主催者名 ３.概要 ４.HP リンク先」 

  を記載の上、mail@sokeizai.or.jp までお送り下さい。 

■登録内容の変更、配信停止希望はこちら(お問い合わせフォーム)からご連絡下さい。 

  https://www.sokeizai.or.jp/pages/5/ 

■お問合わせ、ご意見、ご感想、また掲載内容のご要望はこちらからご連絡下さい。 

  gyoumu@sokeizai.or.jp 

■メルマガ 素形材は、今回で第３９２号となります。メルマガ素形材は“利用しやす 

 い素形材情報”を目指して発信しています。より多くの方にご覧いただくことで内 

 容の充実を図りたいと思っています。 

 読者の皆様のご意見、ご感想はもちろんのこと、ご関係の方々を当センター事務局 

 にご紹介・ご連絡下さい。 

**************************************************************************** 

■発行元：〒105-0011 東京都港区芝公園 3-5-8 機械振興会館 3階 301 号室 

           一般財団法人 素形材センター 

      TEL：03-3434-3907  FAX：03-3434-3698  http://sokeizai.or.jp/ 

**************************************************************************** 

※ドメイン変更による不着メールが多くなっております。ご所属機関のドメインが 

 変わられた際には必ずお知らせくださいますようお願い致します。 
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